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論文内容の要旨

〔目的〉

近年にいたり脳下垂体ホノレモンの産生細胞に関して組織化学的研究その他により多くの業績が報告され

ているが.その中 TSH 産生細胞に就いては，好塩基細胞であるという見解が有)]となってきたっ而して

甲状腺摘出によって下垂体前葉に PAS 反応陰性で細胞質が肥大あるいは空泡化し，かっPAS 陽性の粗大

な所謂 Purves & Griesbach の T 頼粒を持った細胞の出現する乙とは周知のことである n しかるにこの際

の下重体 TSH 含量の変動や，あるいはまた， T頼粒と TSH との関連に関しては，なお・致した見解に達

していないロ一方サイロキシン (T4 ) の投与は下垂体よりの TSH 放出を抑制し，またその連続投与によ

って甲摘下重体の組織学的異常が修復されることが知られている。著者は最近急速に進歩ーした電子顕微鏡

的研究や，組織化学的検索および下重体中 TSH 含量測定などを併行的になって，甲j商動物にT生を一回大

量投与することによって得られる下重体の機能形態学的変化を解析して，上述の諸問題や，またさらに進

んで TSH の分泌機構を解明せんと試みた。

に万 法〉

ウイスター系成熟雄白鼠を外科的に甲摘し， 5, 10 , 30 日目に， L-thyroxine 200r を岨腹腔内に投与

し， 6 , 24 , 48 , 96時間後の下重体前葉について， (1)電子顕微鏡的観察， (2) PAS 染色に就いて細胞数計

測を行し、， T生を投与しない対照と比較して， F~検定を行った。 (3) 一部の下車体は，全体をアセトンで

乾燥し， Dvoskin の chick-test を利用して下垂体中 TSH量を測定したの得られた実験結果は Gaddum の

6- , 4-および (land 2) -point assay に依って推計学的解析を行なった。

〔成績〕

(1) 電子顕微鏡的観察，甲摘によって， β 細胞の細胞質の肥大，正常分泌頼粒の減少または消失，空泡の

発達，ゴルヂー野の肥大および 10 日日より好オスミック性小体の出現などが見られるが，これに T生を投
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与することに依って最大径約 140mmμ時にはそれ以上の頼粒が特に細胞周辺部に多く見られ，その中には

particle-free の膜で閉まれたものも見られる。 コ勺レヂー野にも乙のような頼粒がみられることがあれ空

泡は巾摘のみのそれに比しやや退縮して見える。好酸性細胞は甲摘により脱頼粒をおこすが. T4 投与に

よって概ね頼粒の数が増加した。類洞周囲空隙には甲摘によってしばしば拡大像を見るが. T生投与群で

はかかる像を見ることが少いことが知られた。 (2) PAS 染色，甲摘によって， β 細胞の漸進的な数および

大きさの増加と染色性の低下が見られ，好酸性細胞の減少がおこった。また 10 日日より T 頼粒および空泡

が出現したηT4 投与によって好塩基細胞の PAS に対する染色性が増加し，その中には細胞周辺部が特

にPAS 陽性となって境界が明瞭となったものも見られた白これらは F 検定によって，甲摘 5 日のT4投与

後48 時間， 10 日の 6 ， 24 ， 48時間， 30 日の6 ， 24時間において有意の増加を認めることができた。ただしT 頼

粒および好酸性細胞には有意の変化を認め得なかったり (3) TSH 量検定実験。正常白鼠のアセトンで乾燥

した下重体 1仰は0.757 (0.49--1.10) ].s.u であるが (P二 0.95) ，甲摘後 5 日， 10 日， 30 日の下重体の

TSH 濃度は各々正常の約25%であったのさらにT壬投与によって全般的に下垂体中TSH量は増加したが，

特に rfl摘後 5 日および 10 日の T生投与後 96 時間において推計学的に明らかな増加が認められたの

〔総括〕

1) 正常雄白鼠下垂体 1mg は約 0.76 (0 ,49--1.10) ].s.u であり，甲摘後の TSH濃度は正常の約25%に

減少したっ

2) 可l摘後の形態学的変化は諸家の報告と大体一致する所見を得Tこが，このことは， β細胞において分泌

頼粒産坐能の冗進以上に放出能力の高まった像と推定されるものであるの

3) T4 投与に依って待られた組織像は ， TSH の担荷体たる分泌頼粒が β 細胞のゴルヂ一野で生産され，

恐らく小胞体系で転送されていることを示唆し，乙の過程が抑制された形態学的な像であると解釈される。

このことはまた下主体巾 TSH 合量の増加によっても支持され得るのなお類j同周閉空隙の拡狭の像は，分

泌に何らかの関連を有するものと考えられる口

上記の結果を総合して，下重体 TSH 産生細胞は好塩基性細胞悦中 β 細胞であれ甲摘によって TSH

放出が促進され，とれに T壬を A回大量投与することによって上記の現象が抑制される所見とみなし得る。

論文の審査結果の要旨

下重体における TSH 分泌機構を追究する日的をもって著者は甲状腺摘出白鼠にサイロキシンを一回大

量投与することによって得られる下重体に就いて電子顕微鏡および PAS 染色等の組織化学的観察ならび

に Dvoskin の方法による下垂体中 TSH 量測定等を併行的に行って検討した白その結果甲摘により下重

体中 TSH 量は減少し，この際の形態学的な変化は 3 細胞において分泌頼粒の産生能の克進以上に放山能

の高まった像であり，またサイロキシン投与によって下垂体中 TSH 量は増加して β 細胞に regranulation

が見られる等のことを種々の万法で考案し，このことは分泌頼粒の放出過程が抑制された像であるという

解釈に達した。 また TSH の担荷体たる分泌頼粒は 3 細胞のゴlレヂ、一野で、生産され，かっ Purves and 

Griesbach の T 頼粒は TSH とは直接関係を有しないという結論を得た。

以上のととく著者は下重体の機能と形態の関連につき，就中電子顕微鏡的観察を取り入れることによっ

て，その TSH 分泌機構を解明したものであって，かかる実験構成はまだ報告を見ていないものであるの
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